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1. 平成28年3月期第3四半期の連結業績（平成27年4月1日～平成27年12月31日）

(2) 連結財政状態

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

28年3月期第3四半期 2,747 18.1 604 29.6 610 18.2 360 18.9
27年3月期第3四半期 2,325 9.5 466 38.6 516 50.2 302 44.0

（注）包括利益 28年3月期第3四半期 362百万円 （17.2％） 27年3月期第3四半期 309百万円 （47.1％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

28年3月期第3四半期 25.91 25.82
27年3月期第3四半期 21.81 21.77

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

28年3月期第3四半期 5,653 4,455 77.6
27年3月期 5,749 4,297 73.3
（参考）自己資本 28年3月期第3四半期 4,388百万円 27年3月期 4,213百万円

2. 配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

27年３月期期末配当金の内訳 普通配当5円00銭 創立20周年記念配当 4円00銭

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

27年3月期 ― 5.00 ― 9.00 14.00
28年3月期 ― 7.00 ―
28年3月期（予想） 7.00 14.00

3. 平成28年 3月期の連結業績予想（平成27年 4月 1日～平成28年 3月31日）
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 3,950 16.1 1,000 15.7 1,003 10.2 577 8.8 41.60



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有
（注）詳細については、四半期決算短信（添付資料）３ページの「２.サマリー情報（注記事項）に関する事項（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計
処理の適用」をご参照ください。

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（注）詳細は、四半期決算短信（添付資料）３ページの「２.サマリー情報（注記事項）に関する事項（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表
示」をご参照ください。

(4) 発行済株式数（普通株式）

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、四半期財務諸表に対する
四半期レビュー手続が実施中です。

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
（将来に関する記述等についてのご注意）
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、本資料の発表日現在の将来に関する前提・見通し・計画に基づく予想が含まれており、その達
成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、世界経済・競合状況・為替・金利の変動等もかかわるリスクや不安定要因により、実際の業績が記載
の予想数値と大幅に異なる可能性があります。
なお、業績予想に関する事項は、四半期決算短信（添付資料）３ページの「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関す
る説明」をご参照ください。

（四半期決算補足説明資料の入手方法）
当社ホームページに掲載しております。

※ 注記事項

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有
② ①以外の会計方針の変更 ： 無
③ 会計上の見積りの変更 ： 無
④ 修正再表示 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 28年3月期3Q 14,133,000 株 27年3月期 14,133,000 株
② 期末自己株式数 28年3月期3Q 217,000 株 27年3月期 245,600 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 28年3月期3Q 13,899,074 株 27年3月期3Q 13,882,728 株
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１．当四半期決算に関する定性的情報

 

（１）経営成績に関する説明

 

 当第３四半期連結累計期間（平成27年４月１日～平成27年12月31日）におけるわが国経済は、政府・日銀の積極的

な経済・金融政策を背景とした企業収益の回復、雇用情勢および所得環境の改善による個人消費の持ち直し等によ

り、景気は緩やかな回復基調が続きました。一方で、国際情勢の不安定さがグローバル経済に与える影響が懸念さ

れ、先行き不透明な状況が増してまいりました。 

 当社グループが属するセキュリティ業界におきましては、特定の企業や国家機関等を狙った標的型攻撃、組織内部

関係者による個人情報の漏洩など、企業・組織が直面するリスクが巧妙化・高度化・複雑化しており、従来、企業・

組織が重点をおいてきた「外部からの攻撃」に対するセキュリティ対策のみでは不十分であるとの認識が拡がり、

「内部からの情報漏洩」に対するセキュリティ対策に関心が集まりました。 

 このような状況の中、当社グループが創業当初より注力してまいりました企業・組織内における情報セキュリティ

ソリューションがより一層注目され、主力製品である「i-FILTER」「m-FILTER」、戦略製品である「FinalCode」に対

するニーズが高まっております。 

 Webセキュリティソフト「i-FILTER」については、フィルタリング機能のみならず、標的型攻撃に対してのプロキシ

の有効性が再認識されたことや、他社製品との連携により大規模組織からの高度なニーズにも対応可能となったこと

等により売上が伸張いたしました。また、「i-FILTER」のモバイル端末版である「i-FILTER ブラウザー＆クラウ

ド 」についても、スマートフォンやタブレット等の活用がビジネスや教育現場においてますます拡がる中、スマート

デバイスのセキュアな運用を目的として金融機関や先進的な学校法人・教育委員会を中心に導入が進みました。 

 メールセキュリティソフト「m-FILTER」については、メールの誤送信事故が相次ぐ中、「m-FILTER」の「多彩で強

固な誤送信対策」機能、多種多様なオプションや他社製品との連携による拡張性がお客様のニーズを捉え、前連結会

計年度に引き続き売上が堅調に推移いたしました。 

 ファイル暗号化・追跡ソリューション「FinalCode」については、標的型攻撃による情報流出・組織内部関係者によ

る意図的な漏洩などの事件・事故が相次ぎ、ファイルセキュリティ対策が急務となる中、手軽に導入が可能な

「FinalCode」（クラウド版）の販売が引き続き好調に推移いたしました。また、以前より大規模導入を検討して頂い

ている案件の中から受注に至るものが出始め、売上が拡大いたしました。 

 以上の結果、当第３四半期連結累計期間における売上高は2,747,276千円（前年同期比118.1％）となりました。ま

た、利益面につきましても、米国子会社の本格稼動に伴う経費増や創立20周年記念イベント等の費用増があったもの

の、売上の増加を主要因として、営業利益は604,815千円（前年同期比129.6%）、経常利益は610,473千円（前年同期

比118.2％）、親会社株主に帰属する四半期純利益は360,068千円（前年同期比118.9%）となりました。 

 

各市場の業績は、次の通りです。 

 

企業向け市場 

 

 企業向け市場におきましては、主力製品である「i-FILTER」「m-FILTER」並びに「FinalCode」の販売が順調に推移

いたしました。情報漏洩リスクの拡大や企業収益の改善を背景に、特に大手企業のセキュリティ対策投資が積極姿勢

に転じる中、他社製品と「i-FILTER」・「m-FILTER」の連携により実現するハイクオリティな情報漏洩対策が大手企

業のニーズを捉え、大規模新規案件の獲得が進みました。加えて、「i-FILTER ブラウザー＆クラウド 」（モバイル

端末版）の導入がセキュアブラウザーに対する意識の高い金融機関を中心に進み、売上が大幅に伸張いたしました。

「FinalCode」につきましては、従来のファイルのパスワードロックという対応では不十分であるとの認識が拡がり、

手軽なクラウド版の売上は引き続き順調に伸張いたしました。一方で、前連結会計年度以前にご導入頂いたお客様か

らは「FinalCode」の有効性・ユーザビリティが高く評価され、追加ライセンスを購入頂く傾向が顕著になってまいり

ました。また、従来より大規模導入を検討されているお客様から発注を頂く案件も出始めました。 

 

 以上の結果、企業向け市場の売上高は、1,483,900千円（前年同期比120.3％）となりました。 

 

公共向け市場 

 

 公共向け市場におきましては、主力の「i-FILTER」の販売が順調に推移いたしました。残虐動画を引用したサイト

や画像が拡散する中、低負荷でWebの利用状況を「見える化」することが可能な「i-FILTER」Ver.９の強みがお客様の

ニーズを捉え、大規模新規案件の獲得が進んだこと等により、売上が大幅に伸張いたしました。また、先進的な学校

法人・教育委員会を中心に、ICTリテラシーを早い段階から学ばせることを目的として、タブレット端末等を活用した
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「ICT教育」を推進する動きがみられ、セキュアな運用を担保するため「i-FILTER ブラウザー＆クラウド 」（モバイ

ル端末版）の導入が進みました。 

 

 以上の結果、公共向け市場の売上高は、1,014,703千円（前年同期比122.7％）となりました。 

 

家庭向け市場 

 

 家庭向け市場におきましては、引き続き携帯電話事業者や提携先と連携し、スマートフォン向け「i-フィルター」

のモバイル端末版の更なる拡販と協業拡大に努めました。 

 パソコンの国内出荷台数が大幅に減少していることに加え、一部のISP業者とのアライアンス終了に伴う減収要因が

あったものの、フィルタリング設定の管理負担を軽減できるように、１つのシリアルIDでWindows、iOS、Android™の

３つのOSでご利用いただける「i-フィルター® for マルチデバイス」の販売が好調に推移したことや、前連結会計年

度に導入された任天堂株式会社の携帯型ゲーム機「Newニンテンドー3DS™」向けの売上等により底固く推移いたしまし

た。 

 

 以上の結果、家庭向け市場の売上高は、248,672千円（前年同期比93.8％）となりました。 

 

(２）財政状態に関する説明 

（資産）

 当第３四半期連結会計期間末の資産は、売掛金の減少等により、前連結会計年度末に比べ96,044千円減少し、

5,653,185千円となりました。

（負債）

 当第３四半期連結会計期間末の負債は、税金の納付等により、前連結会計年度末に比べ253,700千円減少し、

1,197,609千円となりました。

（純資産）

 当第３四半期連結会計期間末の純資産は、親会社株主に帰属する四半期純利益の計上による利益剰余金の増加等に

より、前連結会計年度末に比べ157,655千円増加し、4,455,575千円となりました。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

 業績見通しにつきましては、平成27年10月29日の「業績予想の修正に関するお知らせ」で公表いたしました通期の

連結業績予想に変更はありません。

 なお、業績見通しにつきましては、本資料の発表日において入手可能な情報に基づき当社で判断したものであり、

実際の業績は、今後様々な要因によって予想値と異なる場合があります。今後重要な変化がある場合には、適切に開

示してまいります。

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

 該当事項はありません。 

 なお、特定子会社の異動には該当しておりませんが、当第３四半期連結累計期間において、シンガポールに

Digital Arts Asia Pacific Pte. Ltd.を新たに設立したため、連結の範囲に含めております。 

 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

税金費用の計算

 税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（企業結合に関する会計基準等の適用）

 「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日）、「連結財務諸表に関する会計基

準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13日）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平

成25年９月13日）等を第１四半期連結会計期間から適用し、四半期純利益等の表示の変更を行っております。当該

表示の変更を反映させるため、前第３四半期連結累計期間及び前連結会計年度については、四半期連結財務諸表及

び連結財務諸表の組替えを行っております。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成27年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成27年12月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 2,673,533 2,718,884 

売掛金 932,503 844,894 

有価証券 300,872 100,904 

製品 928 968 

繰延税金資産 67,182 107,489 

その他 102,958 57,475 

流動資産合計 4,077,978 3,830,617 

固定資産    

有形固定資産 145,117 131,725 

無形固定資産    

ソフトウエア 810,653 691,753 

その他 125,021 292,532 

無形固定資産合計 935,674 984,286 

投資その他の資産 590,459 706,555 

固定資産合計 1,671,251 1,822,567 

資産合計 5,749,229 5,653,185 

負債の部    

流動負債    

買掛金 3,720 3,873 

未払法人税等 266,542 116,234 

賞与引当金 96,743 63,743 

前受金 675,395 691,104 

資産除去債務 261 － 

繰延税金負債 2,263 2,263 

その他 363,797 276,833 

流動負債合計 1,408,722 1,154,052 

固定負債    

資産除去債務 42,132 42,981 

その他 455 575 

固定負債合計 42,587 43,556 

負債合計 1,451,309 1,197,609 

純資産の部    

株主資本    

資本金 713,590 713,590 

資本剰余金 735,847 753,661 

利益剰余金 2,896,517 3,034,318 

自己株式 △143,017 △126,362 

株主資本合計 4,202,938 4,375,207 

その他の包括利益累計額    

為替換算調整勘定 10,504 12,872 

その他の包括利益累計額合計 10,504 12,872 

新株予約権 84,477 67,495 

純資産合計 4,297,919 4,455,575 

負債純資産合計 5,749,229 5,653,185 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 

 至 平成26年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年12月31日) 

売上高 2,325,597 2,747,276 

売上原価 690,930 661,254 

売上総利益 1,634,666 2,086,021 

販売費及び一般管理費 1,168,008 1,481,206 

営業利益 466,658 604,815 

営業外収益    

受取利息 2,072 983 

受取手数料 214 126 

為替差益 46,341 523 

未払配当金除斥益 1,058 3,367 

雑収入 239 656 

営業外収益合計 49,926 5,657 

営業外費用    

支払利息 87 － 

営業外費用合計 87 － 

経常利益 516,497 610,473 

特別利益    

新株予約権戻入益 153 3,613 

固定資産売却益 － 2,638 

特別利益合計 153 6,252 

特別損失    

子会社清算損 1,898 － 

固定資産除却損 － 347 

特別損失合計 1,898 347 

税金等調整前四半期純利益 514,752 616,377 

法人税等 212,036 256,308 

四半期純利益 302,715 360,068 

親会社株主に帰属する四半期純利益 302,715 360,068 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 

 至 平成26年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年12月31日) 

四半期純利益 302,715 360,068 

その他の包括利益    

為替換算調整勘定 6,602 2,368 

その他の包括利益合計 6,602 2,368 

四半期包括利益 309,318 362,437 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 309,318 362,437 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。

 

 

 

- 7 -

デジタルアーツ㈱（2326）平成28年3月期　第３四半期決算短信


